
令和７年度第１回八戸市健康福祉審議会介護・高齢福祉専門分科会会議録（書面開催） 

●日  時  令和７年７月 31 日（木） 

●場  所  ― 

●出席委員  坂本専門分科会長、井上副専門分科会長、小川委員、木村委員、熊坂委員、 

阿達委員、瀧川委員、間山委員、澤口委員、中谷委員、李澤委員、 

田名部委員、中嶋委員、上田委員、野田委員、高橋委員 （１６名） 

●欠席委員  無し 

●議  事 （１）第９期八戸市高齢者福祉計画の実施状況について 

（２）第９期八戸市高齢者福祉計画に基づく施設整備について（残床公募） 

（３）第 10 期八戸市高齢者福祉計画の策定に向けた調査について 

（４）高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に係る実績報告 

及び実施計画について 

●意見等及び事務局回答 

       資料「八戸市健康福祉審議会令和７年度第１回介護・高齢福祉専門分科会 

案件に対する意見等への回答」に記載 

●結  果  議案（１）から議案（４）について、反対意見はなく全員一致で承認され

ました。 
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委員名 項目 意見等 回答 

Ａ委員 案件１ 

第９期八戸市

高齢者福祉計

画実施状況 

（意見）実施状況や効果の記載が漠然としてるた

め、継続する根拠が明確にとらえられないのでは

ないか。 

各事業の進捗状況につきましては、各事業担当課等において効果検証を行い、拡大及び

縮小等も含め、効果的な実施方法を検討した上で「継続」としており、「継続」とした事業

についても、適宜、事業内容の見直しを図りながら実施しております。 

今後とも、事業の課題及び効果を十分に検証し、また、必要に応じて、効果検証方法も

検討しながら、各種事業に取り組んで参ります。 

Ｂ委員 案件１ 

第９期八戸市

高齢者福祉計

画実施状況 

２６Ｐ 

（意見）「家族介護支援事業」について認知症を

患う人を抱える家族への情報提供や支援をもっ

と充実させるべきだと考えます。 

「家族介護支援事業」として２つの取組を掲載しておりますが、認知症の人と関わる家

族への支援や情報提供等を行う事業として、それ以外にも、認知症等により自宅に戻るこ

とができなく恐れがある人の情報を事前に市と警察署に登録し、登録者が保護された際に

は、速やかに家族等に連絡を行う「あんしんカード事業」（４５ページ）を実施しておりま

す。 

また、認知症の人や家族等を対象に、認知症についての情報交換や相談等を行う「認知

症カフェ」を年６回開催しております。 

その他、高齢者を介護する家族等を対象に、在宅で介護するための知識や制度について

情報提供する「家族介護教室」を年３回開催しております。うち１回は、認知症の人と家

族の会の協力を得て、認知症の人と関わる家族の体験談や、困ったり悩んだりした時の相

談先として当会を紹介させていただいております。 

今後とも、認知症の人やその家族が住み慣れた地域で安心して生活することができるよ

う、現在実施している事業を継続しながら、認知症に関わるご家族に対しての支援の充実

や情報提供に努めて参ります。 

案件３ 

第１０期八戸

市高齢者福祉

計画策定 

（意見）調査については特にありません。計画に

関し、増加を続ける「単身高齢者」にどうアプロ

ーチするかの視点が必要になるのでは。日常生活

の支援や孤立対策、身元保証など課題が山積みで

す。 

少子高齢化の進展に伴い増加傾向にある単身高齢者に対する支援の必要性が高まってい

ることは認識しており、次期計画においても、現計画の支援を継続するとともに、引き続

き、単身高齢者を取り巻く課題に対して、必要な支援を行って参ります。 

Ｃ委員 案件３ 

第１０期八戸

市高齢者福祉

計画策定 

（その他）現状報告までです。資料３に関連しま

すが、介護人材確保は重要な課題ですが、それ以

上にサービス利用者の獲得に苦戦している話し

を聞きます。当法人も努力しています。 

※回答なし 

資料
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委員名 項目 意見等 回答 

Ｄ委員 案件３ 

第１０期八戸

市高齢者福祉

計画策定 

（その他）高齢者が困らないように、調査結果を

基に各種事業を実施していただきたい。 

※回答なし 

Ｅ委員 案件１ 

第９期八戸市

高齢者福祉計

画実施状況 

（意見）資料を見て、高齢者の福祉が、国保年金

課、健康づくり推進課、高齢福祉課、介護保険課、

福祉政策課などにわかれているが、うまく情報共

有ができているのか分かりにくい。ただ鷗盟大学

と、バスの乗車証交付の事業は大賛成なので継続

してほしいと思っている。いただいた資料は全部

継続になっているが、本当に廃止や、縮小の議論

はされているのか。 

各事業に係る他課との情報共有につきましては、第９期高齢者福祉計画の基本目標達成

のための施策により担当課が異なっているものですが、今回のように進捗状況について情

報を共有し、成果を確認しながら進めているところであります。 

各事業の進捗状況につきましては、各事業担当課等において効果検証を行い、拡大及び

縮小等も含め、効果的な実施方法を検討した上で「継続」としており、「継続」とした事業

についても、適宜、事業内容の見直しを図りながら実施しております。 

今後とも、事業の課題及び効果を十分に検証し、また、必要に応じて、効果検証方法も

検討しながら、各種事業に取り組んで参ります。

案件３ 

第１０期八戸

市高齢者福祉

計画策定 

（その他）調査は大変だと思いますが、基本的な

データが一番大事だと思います。調査員の皆さま

御苦労様です。 

※回答なし 


